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今年度700万円で
6月中旬から実施

　
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
県
の
総
合

開
発
計
画
の
一
環
と
し
て
、
自
然
景

観
と
し
て
の
雄
大
な
観
光
資
源
と
地

理
的
条
件
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
魚
沼

轍
離
響
題
欝
＼
乙

を
含
め
た
関
東
方
面
の
観
光
客
誘
致
　
牛
I
－

を
主
体
に
開
発
を
進
め
る
べ
く
計
画

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
ス

カ
イ
ラ
イ
ソ
完
成
の
暁
に
は
、
三
国

峠
に
通
ず
る
国
道
十
七
号
線
の
湯
沢

町
地
内
芝
原
峠
を
起
点
と
し
て
、
大

峰
山
、
十
二
峠
、
当
間
山
、
紫
倉
峠
、

大
和
町
地
内
一
村
尾
峠
、
高
山
小
出

橋
を
結
ぶ
延
長
五
十
五
キ
。
嫉
の
山
岳

．
皐
曽
亀
3
3
し
一
し
4
3
＝
■
『

観
光
道
路
が
実
現
す
る
事
と
な
り
、

更
に
奥
只
見
、
日
光
へ
通
ず
る
観
光

道
路
が
完
成
す
る
と
、
魚
沼
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
か
ら
大
湯
街
道
を
経
て
奥
只

見
、
日
光
へ
結
ぶ
日
本
有
数
の
山
岳

観
光
ル
ー
ト
が
実
現
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
ま
た
こ
れ
に
伴
い
市
内
で

は
、
ス
キ
：
場
の
開
発
と
し
て
当
間

山
一
帯
、
大
沢
峠
、
栃
窪
峠
、
桝
形

山
、
四
十
日
峠
附
近
が
、
キ
ャ
ソ
プ

場
と
し
て
当
間
山
、
大
沢
峠
、
栃
窪

峠
、
桝
形
山
、
笠
置
山
、
清
水
峠
、

四
十
日
峠
が
展
望
台
と
し
て
当
間
山

栃
窪
峠
、
桝
形
山
、
清
水
峠
、
笠
置

山
等
が
そ
れ
ぐ
有
望
視
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
県
で
は
こ
の
ス
カ

イ
ラ
イ
ソ
の
調
査
費
と
し
て
七
百
万

円
の
予
算
を
計
上
し
、
六
月
中
旬
か

ら
十
月
下
旬
ま
で
こ
の
測
量
調
査
を

実
施
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
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補
正
予
算
な
ど
を

可
決

第
三
回
市
議
会
臨
時
会
は
去
月
二

十
六
日
開
か
れ
、
先
に
付
託
さ
れ
て

い
た
請
願
に
つ
い
て
総
財
、
建
設
委

員
長
よ
り
審
査
報
告
が
あ
り
、
昭
和

四
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び

国
保
、
上
水
道
な
ど
特
別
会
計
補
正

予
算
な
ら
び
に
市
税
条
例
の
一
部
改

正
案
、
県
消
防
団
員
等
公
償
組
合
規

約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
制
定
な

ど
、
十
一
議
案
を
審
議
し
た
結
果
市

税
条
例
の
一
部
改
正
案
及
び
県
消
防

団
員
等
公
償
組
合
規
約
の
一
部
を
改

正
す
る
規
約
制
定
の
二
件
を
総
務
財

政
委
員
会
に
付
託
し
た
ほ
か
は
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
処
理
の
結
果

ω
専
決
処
分
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
承
認
）

②
新
潟
県
消
防
団
員
等
公
償
組
合
規

　
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
制
定

　
に
つ
い
て
　
　
　
（
総
財
付
託
）
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③
昭
和
四
十
年
度
十
日
町
市
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い

　
て
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

㈲
昭
和
四
十
年
度
十
日
町
市
国
民
健

　
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘
定
補
正

　
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

⑤
昭
利
四
十
年
度
十
日
町
市
国
民
健

　
康
保
険
特
別
会
計
直
営
診
療
施
設

　
勘
定
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ

　
い
て
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

⑥
昭
和
四
十
年
度
十
日
町
市
上
水
道

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
（
可
決
）

ω
昭
和
四
十
年
度
十
日
町
市
簡
易
水

　
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
（
可
決
）

⑧
昭
和
四
十
年
度
十
日
町
市
公
益
質

　
屋
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
（
可
決
）
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〃
元
肥
を
ひ
か
え
目
に
〃

　
新
潟
気
象
台
の
予
報
通
り
今
年
の

天
候
は
異
常
を
極
め
、
苗
代
作
業
も

十
日
か
ら
二
十
日
お
く
れ
、
播
種
後

の
生
育
も
良
い
と
は
い
え
な
い
現
状

で
す
。
今
後
の
天
候
い
か
ん
に
も
よ

り
ま
す
が
、
今
年
は
米
作
り
農
業
の

試
練
の
年
で
あ
る
よ
う
で
す
。

　
百
何
十
年
に
一
度
と
も
云
わ
れ
て

い
る
今
年
の
異
状
天
候
を
克
服
す
る

た
め
、
田
植
え
前
後
の
作
業
に
当
り

次
の
点
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

①
ヂ
ッ
ソ
を
ひ
か
え
目
に
し
て
全
層

　
に
施
肥
し
よ
く
か
き
ま
ぜ
る
こ
と

②
丈
夫
な
苗
を
早
く
植
え
る
こ
と

③
出
来
る
だ
け
浅
植
え
に
す
る
こ
と

④
お
N
苗
で
コ
マ
カ
目
に
植
え
る
こ

　
し
し
⑤
田
植
直
後
は
深
水
に
す
る
こ
と

i
福
祉
年
金
の

　
　
届
出
は
早
目
に
ー

　
現
在
福
祉
年
金
（
老
令
、
母
子
、

障
害
、
福
祉
年
金
）
を
受
け
て
お
る

人
は
五
月
六
日
よ
り
五
月
期
の
福
祉

年
金
が
指
定
郵
便
局
で
支
払
わ
れ
て

お
り
ま
す
か
ら
至
急
お
受
取
り
下
さ

い
。
　
毎
年
五
月
期
の
支
払
を
う
け
る
と

福
祉
年
金
所
得
状
況
届
、
一
般
に
は

」
ー
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議
長
に
樋
ロ

ロ百田

氏
再
任

議
長
は

　
第
四
回
市
議
会
臨
時
会

は
去
る
四
日
開
か
れ
、
総

務
財
政
委
員
長
の
審
査
報

告
の
あ
と
、
正
副
議
長
の

選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に

樋
口
政
太
郎
氏
が
再
選
、

副
議
長
に
柳
宗
平
氏
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
引
続
い

て
今
月
十
三
日
任
期
満
了
と
な
る
常

任
委
員
会
の
委
員
並
び
に
正
副
委
員

長
の
選
任
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

柳
宗
平
氏

ほ
か
に
つ
ぎ
の
と
お
り
水
道
委
員
と

消
防
委
員
委
嘱
を
決
め
ま
し
た
。

　
議
案
処
理
結
果

◎
新
潟
県
消
防
団
員
等
公
償
組
合
規

　
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
倒
定

　
に
っ
い
て
（
可
決
）

◎
十
日
町
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
（
可
決
）

◎
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　
　
議
　
長
　
　
樋
口
政
太
郎

◎
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　
　
副
議
長
　
　
柳
　
　
宗
平

◎
常
任
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

◎
総
務
財
政
委
員
会
委
員
（
八
名
）

　
福
崎
正
平
、
▼
竹
内
真
、
▽
塩
川

　
好
司
、
越
村
勝
治
、
玉
田
慶
松
、

　
樋
口
政
太
郎
、
山
困
桂
、
村
山
正

　
明
◎
文
教
厚
生
委
員
会
委
員
（
八
名
）

　
大
島
憲
治
、
佐
藤
利
雄
、
井
口
吉

　
清
、
矢
口
重
雄
、
阿
部
ケ
イ
、
▽

　
山
田
正
邦
、
▼
斉
木
正
義
、
村
山

　
政
一
郎

◎
建
設
委
員
会
委
員
（
七
名
）

　
小
林
勝
平
、
▽
島
田
直
治
、
尾
身

　
美
教
、
阿
部
周
作
、
▼
山
口
秀
二

，
5
σ
一
亀
。
覧
3
9
陶
、
一
一
曜
」
ー
．
『
＝
θ
，
も
霜
璽
ー

　
池
田
広
吉
、
庭
野
健
蔵

◎
経
済
委
員
会
委
員
（
七
名
）

　
庭
野
金
作
、
▼
石
坂
正
隆
、

　
尚
政
、
村
山
米
蔵
、
柳
宗
平
、

　
保
田
鶴
一
、
▽
庭
野
吉
郎

　
▼
印
委
員
長
▽
印
副
委
員
長

◎
消
防
委
員

　
佐
藤
利
雄
、
庭
野
健
蔵
、

　
鶴
一
、
村
山
政
一
郎
、

　
山
田
桂
、
丸
山
尚
政

◎
水
道
委
員

　
井
口
吉
清
、
島
田
直
治
、

　
隆
、
庭
野
吉
郎
、
柳
宗
平
、

　
勝
治
、
玉
田
慶
松
、

丸
山久

　
久
保
田

斉
木
正
義

　
　
石
坂
正

　
　
　
越
村

阿
部
周
作

⑨
昭
和
四
十
年
度
十
日
町
市
と
畜
場

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
（
可
決
）

⑩
十
日
町
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
財
付
託
）

⑳
昭
和
四
十
年
度
十
日
町
市
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い

　
て
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

働
仮
称
十
日
町
公
園
造
成
に
関
す
る

　
請
願
に
つ
い
て
　
（
総
財
付
託
）

⑬
市
道
諏
訪
町
道
路
拡
張
並
び
に
舗

　
装
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

αの

田
中
西
区
水
路
改
良
工
事
に
関
す

　
る
請
願
に
つ
い
て
　
　
（
採
択
）

㈲
市
道
田
麦
線
改
修
に
関
す
る
請
願

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
（
採
択
）

⑯
下
山
部
落
地
内
市
道
拡
張
並
び
に

　
改
修
に
つ
い
て
　
（
建
設
付
託
）

　
噺
、
、
』
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
㌧
、
◎
、
、
、
、
、
軸
、
、
』

定
時
届
と
も
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ

の
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
届
は
福
祉
年
金
を
受

け
て
い
る
人
が
前
年
に
所
得
が
あ
っ

た
か
な
か
っ
た
か
、
配
偶
者
又
は
扶

養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
の
額
は
と

い
っ
た
事
項
を
記
入
し
て
県
知
事
あ

　
て
に
届
出
る
わ
け
で
す
。
郵
便
局
で

支
払
い
を
う
け
た
ら
、
市
役
所
年
金

係
ま
た
は
各
出
張
所
へ
「
国
民
年
金

証
雷
」
と
「
印
鑑
」
を
持
参
し
所
得

状
況
届
の
手
続
を
済
ま
せ
た
う
え
、

年
金
証
書
の
保
管
証
を
受
け
取
っ
て

下
さ
い
。
こ
の
つ
ぎ
の
支
払
い
は
九

月
六
日
か
ら
で
す
が
、
こ
の
届
出
を

　
至
急
し
な
い
と
九
月
期
の
支
給
に
間

　
に
合
い
ま
せ
ん
し
、
又
こ
の
届
出
を

六
月
か

し
な
い
と
せ
っ
か
く
の
福
祉
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
至
急
届
出
を

出
し
て
下
さ
い
。

　
中
華
料
理
講
習
会

日
時
　
五
月
二
十
二
日
（
土
）
午
後

　
　
一
時
～
四
時

場
所
　
十
日
町
市
中
央
公
民
舘

　
講
師
　
芽
生
会
小
川
公
吉
先
生
他

　
会
費
　
百
円

　
◎
希
望
者
は
婦
人
会
又
は
中
央
公
民

・
舘
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　
　
5
万
円
を
寄
付

　
　
　
　
西
寺
町
菅
村
さ
ん

　
　
西
寺
町
菅
村
三
好
さ
ん
（
五
十
九

　
歳
）
は
、
三
年
前
よ
り
東
京
の
病
院

　
で
療
養
生
活
を
続
け
て
お
り
ま
し
た

　
が
、
こ
の
度
全
快
い
た
し
た
喜
び
を

　
社
会
事
業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

　
五
万
円
を
寄
付
し
て
下
さ
い
ま
し
た

滞納されている’方は

　　　5月31日までに

市役所会計係又は出張所へ

　　お納め下さい。

篇
離
縷
繊
離
薩
講

完納にご協力を

o

ら
着
工

十
日

　
十
日
町
駅
を
新
し
く
た
て
な
お
す

工
事
は
、
六
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
始
め

ら
れ
ま
す
。
同
駅
の
話
に
よ
る
と
、

新
駅
舎
は
現
在
地
の
と
こ
ろ
に
約
千

百
平
方
層
（
う
ち
二
階
百
三
十
二
平

方
層
）
の
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
：
ト
ニ
階

建
の
近
代
駅
舎
と
し
て
、
十
二
月
か

ら
開
業
の
予
定
で
工
事
が
進
め
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
将
来
た
て
ま
し

が
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
、
待
合

室
に
も
暖
房
設
備
が
ほ
ど
こ
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
工
事
期
間
の
約
半
年

間
、
駅
の
業
務
は
仮
駅
舎
を
た
て
て

行
な
わ
れ
ま
す
が
、
仮
駅
舎
は
同
駅

の
南
側
に
あ
る
貨
物
上
屋
を
改
造
し

町
の
新
駅
舎

て
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
仮
駅
舎
の
広
さ
は
現
在
の
待

合
室
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
で
す
。

な
お
、
こ
の
工
事
期
間
中
駅
構
内

が
工
事
の
た
め
多
少
混
雑
も
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
各
種
の
事
故
が

な
い
よ
う
充
分
な
注
意
を
と
駅
側
で

は
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
春
日
駅
長
の
話
“
工
事
期
間
中
は

い
ろ
く
な
面
で
お
客
さ
ま
に
ご
不

便
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

ケ
ガ
と
い
う
こ
と
が
一
番
心
配
で
、

不
便
の
な
か
に
も
安
心
し
て
乗
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
充
分
努
力
致
し
ま

す
。

　
市
民
魚
釣
大
会

　
日
　
時
　
　
　
六
月
六
日

　
場
　
所
　
　
　
大
　
　
池

　
郵
便
振
替
貯
金
の

　
お
す
す
め

　
最
近
産
業
経
済
の
発
展
に
と
も
な

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
送
金
す
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
振
替
貯
金
は
安
い
料
金
で
手
軽

に
確
実
に
送
金
が
で
き
、
ま
た
小
切

手
の
振
り
出
し
も
で
き
る
等
、
送
金

お
よ
び
商
決
済
の
手
段
と
し
て
近
代

生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
便
利
な

制
度
で
す
。
こ
の
際
皆
さ
ま
の
経
済

生
活
の
合
理
化
の
た
め
、
振
替
貯
金

に
ご
加
入
の
う
え
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
す
す
め
い

た
し
ま
す
。
な
お
ご
加
入
の
手
続
は

「
振
替
貯
金
加
入
申
込
書
」
　
（
郵
便

局
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
）
に
加
入
料

金
五
十
円
を
添
え
て
、
お
近
く
の
郵

便
局
に
お
差
し
出
し
に
な
り
ま
す
と

二
、
三
日
中
に
口
座
番
号
を
決
定
し

て
ご
通
知
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　
振
替
貯
金
の
ご
利
用
の
し
か
た
な

ど
詳
細
は
お
近
く
の
郵
便
局
へ
。

　
　
電
話
架
設

　
商
工
会
議
所
に
間
借
り
し
て
い
る

市
商
工
課
の
電
話
が
架
設
さ
れ
ま
し

た
。
番
号
は
三
一
一
一
番

　
　
昭
和
四
十
年
度
中
小

　
　
企
業
設
備
近
代
化
資

　
　
金
取
扱
い
始
る
〃

　
こ
の
制
度
は
毎
年
国
が
中
小
企
業

育
成
の
為
に
県
内
の
中
小
企
業
者
の

設
備
の
近
代
化
に
要
す
る
資
金
を
貸

付
る
も
の
で
す
か
ら
御
利
用
下
さ
い

◇
貸
付
対
象
者

　
原
則
と
し
て
同
一
業
種
に
つ
い
て

”
　
三
年
以
上
の
営
業
の
経
歴
を
有
し

　
　
て
い
る
中
小
企
業
者
で
、
国
が
指

　
定
す
る
企
業

◇
貸
付
限
度
　
三
百
万
円
以
内

　
◇
貸
付
率
　
所
要
資
金
の
二
分
の
一

◇
金
利
　
無
利
子

　
◇
償
還
期
間
第
一
期
四
月
二
十
八

　
　
日
～
五
月
三
十
一
日
、
第
二
期
七

　
　
月
一
日
～
七
月
三
十
一
日
ま
で

　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
市
役
所
商
工
課

　
　
又
は
商
工
会
議
所
へ
お
問
合
せ
下

　
　
さ
い
。

一288一
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日
ま
で

明
る
く
、
正
し
い

　
　
　
　
　
　
選
挙
強
調
月
間

　
三
年
に
一
度
の
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
が
、
本
年
六
月
に
行
な
わ
れ
る

予
定
で
す
。

　
選
挙
を
よ
く
し
、
政
治
を
よ
く
す

る
運
動
の
名
称
と
し
て
永
い
間
親
し

ま
れ
て
き
た
「
公
明
選
挙
」
を
新
ら

し
い
時
代
の
要
請
に
ふ
さ
わ
し
い
国

民
の
誰
に
で
も
、
わ
か
り
や
す
く
親

し
ま
れ
る
た
め
、
自
治
省
で
は
全
国

か
ら
こ
れ
に
変
わ
る
名
称
を
公
募
し

た
結
果
『
明
る
く
正
し
い
選
挙
』
と

い
う
名
称
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
従
っ
て
公
明
選
挙
推
進
協
議
会
も

明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
協
議
会
と

名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

今
年
は
普
通
選
挙
施
行
四
十
周
年
に

当
り
ま
す
し
、
婦
人
参
政
二
十
周
年

に
当
り
ま
す
。
ま
た
国
民
が
は
じ
め

て
参
政
権
を
行
使
し
て
か
ら
七
十
五

周
年
に
当
る
、
選
挙
に
と
っ
て
は
大

変
意
義
深
い
年
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

　
　
欝
欝

意
義
あ
る
年
と
参
議
院
選
挙
を
目
の

前
に
お
い
て
、
五
月
一
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
を
「
明
る
く
正
し
い
選
挙

強
調
月
間
」
と
し
て
全
国
的
に
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。
市
選
管
で
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
投
票
で
き
ま

せ
ん
。
登
録
の
申
出
は
選
挙
の
告
示
又
は
、
公
示
の

前
日
迄
に
市
役
所
選
管
事
務
室
又
は
、
各
出
張
所
へ

こ
の
期
間
に
①
広
報
車
に
よ
る
啓
発

②
成
人
者
に
白
バ
ラ
の
贈
呈
③
自
動

車
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
等
を
行
な
い
、

み
な
さ
ん
の
選
挙
に
対
す
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
参
議
院
選
挙
総
参
加
運
動

　
参
議
院
選
挙
は
、
い
ま
ま
で
他
の

選
挙
と
比
べ
て
投
票
率
が
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。
　
（
前
回
は
全
国
平
均
六

十
八
％
、
市
は
七
十
五
％
）
そ
の
原

因
は
、
選
挙
区
が
広
い
こ
と
と
か
、

身
近
か
な
選
挙
で
な
い
と
か
い
ろ
い

ろ
あ
る
に
し
て
も
、
国
会
の
中
に
お

い
て
果
す
良
識
の
府
と
し
て
の
役
割

の
重
要
性
を
考
え
、
ま
た
わ
た
く
し

た
ち
の
投
票
が
政
治
と
し
て
、
わ
た

く
し
た
ち
の
生
活
に
は
ね
返
っ
て
く

る
こ
と
を
考
え
て
、
一
人
の
棄
権
も

な
く
投
票
す
る
よ
う
に
「
明
る
く
正

し
い
選
挙
総
参
加
運
動
」
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

　
優
良
投
票
区
を
表
彰

　
市
選
管
で
は
、
こ
の
明
る
く
「
正
し

い
選
挙
総
参
加
運
動
」
と
し
て
み
な

さ
ん
に
明
る
く
正
し
い
、
選
挙
違
反

の
な
い
選
挙
を
呼
び
か
け
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
棄
権
防

止
に
つ
い
て
も
一
そ
う
強
力
に
推
進

し
た
い
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
選
挙
の
結
果
、
投
票
率
の
よ
い
十

投
票
区
に
記
念
品
を
贈
っ
て
表
彰
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

式
が
行
な
わ
れ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
体
操
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
リ
ス
ト
．
日

本
大
学
講
師
遠
藤
幸
雄
先
生
の
記
念

講
演
の
の
ち
、
石
井
綾
子
バ
レ
ー
教

室
の
バ
レ
ー
が
あ
っ
て
式
を
閉
じ
ま

し
た
。
な
お
、
各
賞
の
入
選
者
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
▽
市
長
賞
一
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

▽
議
長
賞
一
席

　
「
暖
か
な
人
々
」

　
　
小
海
キ
ヨ
、
・
・
（
高
田
町
）

▽
同
　
二
　
席

　
「
破
ら
れ
た
夢
」

　
　
春
日
　
　
求
（
松
代
）

▽
教
育
委
員
会
賞
一
席

　
「
母
と
成
人
式
」

　
　
　
金
沢
　
芳
夫
（
太
田
島
）

成
人
お
め
で
と
贈
つ

本
年
度
の
成
人
者
八
七
七
名

交
通
暴
力
の

一会場をうめた成人者一

会議市

②

議
会
の
集
め
方

　
そ
れ
で
は
、
次
に
議
会
と
い
う

も
の
は
ど
の
よ
う
に
し
て
集
め
ら

れ
る
か
、
即
ち
こ
れ
を
議
会
の
招

集
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
議
会
と
い
う
も
の
は
議
員
全

部
が
集
ま
る
会
議
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
議
会
に
は
二
通
り
あ

　
本
年
度
の
成
人
式
は
、
去
る
九
日

（
日
曜
）
市
民
体
育
舘
で
盛
大
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
と
し
も
成
人
式

に
ふ
さ
わ
し
い
日
本
晴
れ
と
な
り
、

男
子
三
百
八
十
七
名
、
女
子
四
百
九

十
名
の
成
人
者
は
、
心
新
た
に
明
る

い
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま

し
た
。
式
は
小
川
助
役
の
開
会
宣
言

に
っ
づ
い
て
、
村
山
市
長
、
樋
口
議

長
、
選
管
委
員
長
の
祝
辞
が
あ
り
、

「
生
活
記
録
」
の
入
選
発
表
と
表
彰

り
ま
し
て
、
毎
年
時
期
を
決
め
て

集
め
ら
れ
る
議
会
、
こ
れ
を
定
例

会
と
名
づ
け
ま
す
。
そ
れ
か
ら
臨

時
に
間
題
が
お
き
た
と
き
に
集
め

ら
れ
る
議
会
、
こ
れ
を
臨
時
会
と

名
づ
け
ま
す
。
最
初
の
定
例
会
と

い
う
の
は
、
法
律
で
毎
年
四
回
集

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
し
て
、
集
め
る
時
期

は
何
処
の
市
、
町
に
よ
っ
て
も
自

由
に
決
め
て
お
く
こ
と
が
出
来
ま

す
。
　
十
旦
町
市
の
場
合
で
あ
り
ま
す

と
毎
年
三
月
、
六
月
、
九
月
、
十

二
月
と
い
う
ふ
う
に
決
め
て
お
り

ま
す
。
そ
こ
で
議
会
は
誰
れ
が
集

め
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
定
例
会
も
臨
時
会
も
市
長
が

集
め
ま
す
。
た
だ
臨
時
会
と
い
う

の
に
も
市
長
の
考
え
で
開
く
場
合

と
、
法
律
の
定
め
に
よ
っ
て
市
議

会
議
員
の
四
分
の
一
以
上
の
人
か

ら
議
会
を
開
い
て
く
れ
と
い
う
要

求
が
あ
っ
た
と
き
に
市
長
が
開
く

場
合
、
こ
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
十
日
町
市
の
場
合
で
あ
り

ま
す
と
、
三
十
人
の
う
ち
四
分
の

一
、
つ
ま
り
八
人
以
上
の
議
員
か

ら
議
会
を
開
い
て
く
れ
と
い
う
話

が
あ
っ
た
と
き
に
、
市
長
は
議
会

を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け

で
す
。
ま
た
、
議
会
は
別
の
名
で

本
会
議
と
も
云
っ
て
お
り
ま
す
。

小海サナエさ

　
「
助
教
諭
と
し
て
」

　
　
小
海
サ
ナ
ヱ
（
名
ヶ
山
）

▽
同
　
二
　
席

　
「
織
娘
と
し
て
」

　
　
　
柳
チ
ヱ
子
（
袋
町
）

　
　
　
　
　
　
　
春
の
交

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
去

る
十
一
日
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
県
で
は
人
命
尊
重
の
見
地
か
ら

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
、
と
く
に
歩

行
者
の
交
通
事
故
の
絶
滅
を
目
標
に

①
交
通
暴
力
の
一
掃
、
②
歩
行
者
保

護
の
徹
底
、
③
踏
切
で
の
一
時
停
止

の
励
行
、
④
雇
用
者
の
車
輔
お
よ
び

人
事
管
理
体
制
の
強
化
、
⑤
歩
行
者

マ
ナ
ー
の
徹
底
な
ど
を
重
点
実
施
事

項
と
し
て
、
運
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま

す
。
一
人
々
々
の
注
意
に
よ
っ
て
交

通
事
故
が
な
く
な
る
よ
う
、
み
ん
な

で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
税
条
例
の
一
部
改

　
正
の
お
知
ら
せ

　
こ
の
た
び
地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
市
税
条
例
の
一
部
が
次
の
よ

う
に
改
正
さ
れ
、
去
る
四
月
一
日
か

ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

①
個
人
市
民
税
の
非
課
税
範
囲
の
引

上
げ
　
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
で

　
前
年
所
得
が
二
十
万
円
ま
で
を
二

　
十
二
万
円
と
二
万
円
引
上
げ
た
こ

　
と
②
法
人
市
民
税
の
税
率
の
引
上
げ

滝
沢
福
崎
さ
ん
に
感
謝
状

優
良
統
計
調
査
員

　
市
で
は
こ
の
ほ
ど
各
種
統
計
調
査

に
功
績
の
あ
っ
た
市
内
本
町
一
丁
目

製
造
業
滝
沢
文
吉
（
四
十
九
）
と
、
高

田
町
三
丁
目
農
業
福
崎
満
さ
ん
（
三

十
五
）
の
二
人
を
優
良
統
計
調
査
員

と
し
て
表
彰
し
、
記
念
晶
と
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。
二
人
と
も
昭
和
三

十
、
三
十
一
年
か
ら
事
業
所
調
査
、

商
業
調
査
、
工
業
調
査
、
国
勢
調
査

な
ど
各
種
統
計
調
査
員
と
し
て
、
つ

ね
に
正
確
と
迅
速
を
も
っ
て
調
査
に

従
事
し
て
お
ら
れ
た
も
の
で
す
。

一小川助役から伝達を
　　　受ける滝沢、福崎さん一

▽
同
　
二
　
席

　
「
母
ち
ゃ
ん
と
よ
ぽ
う
」

　
　
若
山
　
恭
庸
（
吉
沢
織
物
）

▽
選
挙
管
理
委
員
会
賞
一
席

　
「
社
会
に
望
む
も
の
」

　
　
　
柳
　
　
和
夫
（
稲
　
葉
）

▽
同
　
二
　
席

　
「
小
さ
な
夢
」

　
　
須
藤
尚
美
（
峠
）

掃
へ

通
安
全
運
動

　
④
均
等
割
の
税
率

　
　
現
行
年
税
額
千
八
百
円
を
二
千

　
　
円
と
し
た
こ
と

　
⑰
所
得
割
の
税
率

　
　
現
行
百
分
の
九
・
七
を
百
分
の

　
　
十
・
一
と
し
た
こ
と

③
軽
自
動
車
税
の
税
率
の
引
上
げ
現

　
行
軽
自
動
車
税
の
う
ち
、
四
輪
以

　
上
の
も
の
で
乗
用
の
も
の
に
つ
い

　
て
の
み
、
三
千
円
を
四
千
円
に
引

　
上
げ
た
こ
と

「
五
の
日
」
は

税
の
相
談
日

出
稼
者
職
業
相
談

所
を
設
置

出
稼
者
職
業
相
談
所

　
十
日
町
市
社
会
福
祉
事
務
所
内

　
　
　
　
　
係
　
宮
　
沢
　
彦
　
一

出
稼
者
職
業
相
談
員

　
水
沢
出
張
所
主
任

　
　
　
　
　
　
　
樋
　
口
　
忠
　
晴

出
稼
者
職
業
相
談
員

　
六
ケ
出
張
所
主
任

　
　
　
　
　
　
　
霜
　
垣
　
正
　
秋

出
稼
者
職
業
相
談
員

　
吉
田
出
張
所
主
任

　
　
　
　
　
　
　
太
　
田
　
義
　
英

職
業
安
定
協
力
員

　
下
条
出
張
所
主
任

　
　
　
　
　
　
　
近
　
藤
　
　
　
豊

　
　
質
流
れ
品
公
売

一
、
日
時
五
月
二
十
八
日
、
午

　
前
九
時
～
午
後
四
時

一
、
場
　
所
　
繊
労
会
舘

一
、
公
売
品
　
洋
服
、
和
服
、
腕
時

　
計
、
御
召
反
物
、
指
輪
、
テ
レ
ビ

　
ト
ラ
ソ
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
、
ラ
ジ

　
オ
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
写
真
機
、
ス

　
ラ
イ
ド
映
写
機
、
掛
軸
、
オ
ー
バ

　
ー
、
毛
糸
編
機
、
電
気
掃
除
機
、
革

　
ジ
ャ
ソ
バ
ー
、
雑
衣
類
、
そ
の
他
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二
十
才
の
記
録

　
公
民
舘
で
は
、
毎
年
成
人
に
な
っ

て
行
く
二
十
才
の
青
年
達
か
ら
生
活

記
録
を
書
い
て
い
た
だ
い
て
、
こ
れ

を
コ
一
十
才
の
記
録
」
と
い
う
文
集

に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は

青
年
達
の
純
粋
な
声
が
た
く
さ
ん
ち

り
ば
め
ら
れ
て
い
て
、
読
む
人
の
心

を
と
ら
え
ま
す
。
今
年
の
コ
一
十
才

の
記
録
」
か
ら
青
年
達
の
声
を
聞
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

か
あ
ち
ゃ
ん
と
よ
ぼ
う

若
　
山
　
恭
　
庸

か
あ
ち
ゃ
ん

は
た
ち
に
な
り
ま
し
た

お
れ
が
お
さ
な
か
っ
た
こ
ろ
は

と
お
ち
ゃ
ん
は
せ
ん
そ
う
に
い
っ
て

い
な
か
っ
た
し

と
し
お
い
た
ち
ち
は
は
は
た
よ
れ
な

か
っ
た
だ
ろ

の
う
ち
か
い
ほ
う
で
や
っ
と
じ
ぶ
ん

の
も
の
に
な
っ
た
　
と
ぽ
し
い
た
は

た
を
そ
れ
で
も
か
あ
ち
ゃ
ん
は

お
ん
な
で
ひ
と
つ
で
ま
も
り
と
お
し

て
き
た

か
あ
ち
ゃ
ん
は
わ
か
か
っ
た
　
し
ょ

う
じ
き
だ
っ
た
　
が
ん
ば
っ
た

い
き
て
か
え
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
お

ち
ゃ
ん
の
た
め
に

ま
だ
お
さ
な
か
っ
た
お
れ
の
た
め
に

お
れ
は
と
ぼ
し
い
な
か
か
ら

こ
う
こ
う
ま
で
だ
し
て
も
ら
っ
た

で
っ
か
く
な
っ
た

で
っ
か
く
な
る
に
つ
れ
て
か
あ
ち
ゃ

ん
は
ち
い
さ
く
な
っ
て
い
く

ま
っ
く
ろ
い
か
お
に
こ
じ
わ
も
ふ
え

そ
れ
で
も
ま
だ
は
た
ら
く

も
っ
と
で
っ
か
く
な
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
お
れ
の
た
め
に

か
あ
ち
ゃ
ん

お
れ
は
は
た
ち
に
な
り
ま
し
た

だ
か
ら
お
れ
は

ど
ん
な
に
か
あ
ち
ゃ
ん
が
こ
し
が
ま

が
っ
て
も

お
さ
な
い
こ
ろ
か
ら
の

か
あ
ち
ゃ
ん
　
っ
て
よ
び
た
い
ん
だ

小
　
さ
　
な
　
夢

　
　
　
須
　
藤
　
　
尚
　
美

　
私
の
小
さ
な
夢
は
ま
だ
二
、
三
年

先
の
事
で
す
。
い
つ
か
農
業
雑
誌
で

あ
る
農
村
の
嫁
不
足
と
い
う
記
皐
を

読
ん
で
か
ら
こ
の
夢
が
5
ま
れ
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
農
家
の
若
い

娘
さ
ん
は
百
人
の
5
ち
半
数
以
上
が

農
家
に
嫁
ぎ
た
く
な
い
、
と
い
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
現
金
収
入

が
な
い
、
自
由
時
問
が
な
い
、
姑
さ

ん
が
い
る
、
と
い
う
事
で
し
た
。

　
農
家
に
生
ま
れ
農
家
に
育
っ
た
私

は
、
農
家
の
苦
し
さ
を
少
な
か
ら
ず

知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
昔
に
比

べ
、
労
彷
が
ら
く
に
な
っ
た
反
面
、

近
代
化
は
進
み
物
価
は
上
り
、
現
金

が
い
る
の
に
比
較
し
て
米
価
は
安
く

現
金
収
入
が
少
な
く
、
生
活
は
苦
し

く
な
る
ば
か
り
。
で
も
こ
の
辺
で
は

絹
織
物
が
あ
る
お
か
げ
で
、
大
な
り

小
な
り
現
金
が
入
り
ま
す
の
で
少
し

は
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
。
　
私
は
縁
が
あ
る
な
ら
農
家
に
嫁
ぎ

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ

は
農
業
と
い
う
も
の
が
好
ぎ
だ
か
ら

で
す
。
小
さ
な
種
が
芽
を
ふ
き
、
大

き
く
育
っ
て
実
を
つ
け
、
そ
れ
を
収

穫
す
る
時
、
他
の
仕
事
で
は
味
わ
い

な
い
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
仕
事
が
一
本
一
本
耕
を
な
ら
、
へ
て

い
く
今
の
仕
事
よ
例
も
私
の
性
格
に

あ
う
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。
そ

の
時
に
な
ら
な
け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
姑
さ
ん
の
事
は
そ
の
人
の
考

え
方
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
年
を

と
っ
た
ら
や
っ
ば
り
姑
に
な
る
の
じ

ゃ
な
い
か
、
と
思
え
ば
そ
ん
な
に
い

や
が
る
事
も
な
い
し
、
わ
か
ら
な
い

事
は
姑
さ
ん
に
聞
か
れ
る
と
い
う
事

も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
現
実
は
も
っ
と
き
び
し
い

も
の
な
ん
だ
、
と
い
わ
れ
る
示
厄
な

う
。
私
の
考
え
が
あ
ま
す
ぎ
て
現
実

と
か
け
は
な
れ
、
た
だ
の
夢
に
終
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
た

だ
の
夢
で
終
ら
な
い
よ
う
に
私
は
こ

れ
か
ら
の
農
業
を
少
し
ず
つ
勉
強
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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